








































































































































， ， の 高度から大気引き込み）
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図 に， 年 月 日~ 年 月 日の高度 ， ， のラドン濃度とトロ
ン濃度の日平?値の時系列を示す．濃度の鉛直分布が建物の影響を強く受ける可能性を?
慮して，その日の最大平?風速起時の風向が - 度（北風から時計回りに東風）の場合だ
けをプロットした．高度 のラドン濃度は大きい時で ?，通常は ?
程度である．日本での観測値（ など）の 分の 程度の濃度であり，
近傍のラドン発生源が圧倒的に少ないことが改めて確認される．ラドン濃度が大きく増加







図 高度 （◆）， （■）， （▲）の 高度のラドン濃度（上のグラフ），トロン濃度（下
のグラフ）の日平?値の 年 月 日~ 年 月 日の時系列．ただし，その日の
最大平?風速起時の風向が - 度（北風から時計回りに東風までの範囲）の場合のプロッ





















図 高度 （◆）， （■）， （▲）の 高度のラドン濃度（左のグラフ），トロン濃度（右
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係数が ? より大きく，かつ，トロンの散逸率が ? より小さい値を持ち
（図 の第 象限），地上風速が 以上の場合（図中に赤丸を付す）を抽出した．





その結果，遠方起源のラドンを含む可能性のある大気として， 年 月 日~ 年

















































送を解析し，前章で抽出された 事例との比較を行う．モデルは （ ）
等を通して構築されてきている．ここで使ったモデルは，緯度経度格子は 度（東西
格子，南北 格子），鉛直 層からなり，時間間隔は 時間である．モデルに入力する
気象データは の客観解析データで，同じ格子システムである．ラドン放出条件と
して，これまでの議論を参?に（





















ドンが海洋起源の量に匹敵するか優っているのは，第 番，第 番，第 番の 事例だ






調べる．図 に， 月 日から 日間の高度 で観測されたラドン濃度とトロン濃度，


















モデルのラドン濃度は 日から増加し， - 日前半にかけて緩やかな極大を示し，
日にかけて減少した．オーストラリア起源のラドン濃度は， 日 の約 ?と





















は図 に示す）で放出されたラドンの地上分布の時系列を 月 - 日（いずれも ）
について示す． 月 日には，南極海域から広がる高濃度域が南極氷床の海岸域に沿った















図 に， 月 日の 時間にオーストラリア南東部から ? の割合で放出され
図 オーストラリア南東部で放出（ ?）されたラドンの，南極氷床海岸域（ °）に沿っ







あって，比較的ゆっくりと南方に拡散し， 日には ° 付近で南極氷床沿岸部に到達し
ている．図 の 日に - ° の海岸域に沿って高濃度域が広がっているのは， 月
日以前に放出されたラドンが既に南極域に到達していたためである．しかし， 日に放出
図 月 日の 時間にオーストラリア南東部から放出（ ?）されたラドンの底面













を， 月 - 日の時系列で示す．オーストラリア南東部で放出されたラドンが南極域に向
かって通過した領域（図中に太い破線で示す）は，西に低気圧，東に高気圧があって，極
向きの地衡風が形成されている．この地衡風が向かう先の南極氷床海岸域の風速場の日々















までの大気の流れを議論するために， 高度の時系列を図 に示す．月 - 日に















）．図 に示される - 日にかけての切離高気圧下の境界層では，南極氷床
図 図 と同様．ただし，ラドンの放出は 月 日．
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リー解析を行った．図 にその結果を示す．ここでは （ ）により
開発されたモデルと， 再解析データ（緯度経度 度格子）を用いた． °- °の
度ごと， °- ° の 度ごとの格子の高度 を起点とし， 年 月 日




図 年 月 日 の昭和基地付近を起点としたバックワードトラジェクトリー．起



















図 に， 日 と 日 の 赤外画像を示した． 日 には，海
洋域から昭和基地上空を通って総観規模擾乱に伴う雲域（低温域）がある．この雲域は，






























地周辺図の白丸で示した つの起点（［ °， °］と［ °， °］）は， - 日に昭和
基地北方の °， °付近（図中の矢印）の高度 以上にあったトラジェクトリの
到達点である． 日の位置は，図 の での高濃度域に近い．このトラジェクトリ
は，時計回りの経路で南下しながら高度を下げて昭和基地上空に到達する．もう一つ，
日に南極半島上空の高度 付近を高速で通過するトラジェクトリが見いだされた．
これは一旦北上し， 日前後に °， °付近を通り，南下して昭和基地上空の［ °， °］
に到達する．これは，モデルの結果として図 及び図 で見いだされる， - 日に南極
半島上空を通過する水平面上で非常に狭いラドン高濃度域の経路によく一致している．
起点の高度を とした解析では，南極半島上空の狭いラドン高濃度域を通過する
トラジェクトリは 本現れ，それぞれ［ °， °］，［ °， °］，［ °， °］，［ °
， °］に到達する（図は示さず）．これらの南極半島上空から昭和基地付近に到達する
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トラジェクトリは，図 の - 日にかけて，ラドンの高濃度域が下降しながら南下する
ことに対応しており，対流圏中層で昭和基地上空に高濃度ラドンを輸送する流れがあった




















図 図 と同じ．ただし，起点の高度は また，トラジェクトリの高度を色別に示す．













































林 政彦（ ) による対流圏・成層圏エアロゾルの観測．エアロゾル研
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オーストラリア起源ラドンの南極昭和基地への大気輸送とそのメカニズム
